様式第２号（第６条関係）
事業内容説明書
事業名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
応募者名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
＜１．応募者の経歴・実績等（審査１関連）＞
	１－１
応募者の経歴・実績
	

	１－２
専門的知見
	

	１－３
中心市街地活性化への気概 
	※中心市街地をどのような場所にしたいのか
（提案事業のみならず、中心市街地全体に対する応募者の想いを記載してください）



＜２．現状分析・ニーズ分析等（審査２関連）＞
	２－１
中心市街地の現状分析
	

	２－２
中心市街地に期待されるニーズ分析
	

	２－３
ターゲット分析
	


＜３．事業内容（審査３、４、５関連）＞

	３－１
事業目的
（コンセプト）
	※あなたの事業で、中心市街地や来街者等にどうなって欲しいか


	３－２

事業内容

（独自性・先進性・魅力）
	

	３－３

実施期間
	1 開店時（令和　　年　　月頃）※初期事業
・
②開店後１年目（新事業を記載）※予定事業
・

③開店後２年目（新事業を記載）※予定事業
・

④開店後３年目（新事業を記載）※予定事業
・

⑤開店後４年目（新事業を記載）※予定事業
・

⑥開店後５年目（新事業を記載）※予定事業
・

	３－４
実施場所（住所）
	

	３－５
公共性の有無
	当事業は、不特定多数の参加が可能ですか？
　　　□はい　　　　　　　□いいえ
（いずれか該当する方にチェック願います。）

	３－６ 
中心市街地の特性の活用


	

	３－７ 
他の事業者との連携
	具体的な連携事業者と連携内容
1 確定
・事業者名：
・連携内容：
2 予定・希望
・事業者名：
・連携内容：



＜４．事業効果（事業の波及効果や事業効果の信憑性を含む。）（審査６関連）＞
	４－１
目標指標達成への寄与
	※該当する項目にチェックしてください（両項目にチェックも可）。

□平日昼間9～17時の歩行者通行量の増
□まちなか居住者数の増
(1) 増加数（人）
基準値
１年目

2年目

３年目

４年目

５年目

　

　

　

　

　

　

(2) (1)の積算
(3) 補助事業に要する経費（補助金額）
　※経費明細表（概要）に記載

	４－２
本事業実施による波及効果
	

	４－３
事業効果の恒常性
	


＜５．事業の可能性（実現可能性、継続可能性）（審査７関連）＞

	５－１
実現可能性の説明

	(1) 資金調達（資金計画書のうち資金調達と関連して説明してください。）
□他の補助金等の交付
　本事業による補助金以外に国、地方公共団体、公共的団体等から他の補助金、助成金等を受ける場合には、補助対象経費から他の補助金、助成金等を減じた額を補助基本額とします。
　・他の補助金所管官庁等の名称：
・補助金名：
・金額：
　□借入も利用予定(現在の状況を下記に記載)
　(　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)

　□その他(クラウドファンディングなど。)
　(　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)
(2) 物件確保
□確保済

　□確保していない

　　確保していない場合、現在の状況を記載

　(　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)

(3) 事業開始までの人員体制
(4) 法規制など



	５－２
継続可能性の説明
	(1) 収支（資金計画書のうち、収支計画と関連して説明してください。）
(2) 事業開始後の人員体制

(3) その他（事業継続に当たり障害となり得る事項があれば記載してください。）



＜６．補助事業のスケジュール（審査７関連）＞
	６－１
補助金の交付を受けた場合の事業開始までのスケジュール
	


審査１


人物評価





審査１


人物評価





審査１


人物評価





審査２


現状分析・ニーズ分析等





審査２


現状分析・ニーズ分析等











審査２


現状分析・ニーズ分析等








審査３


事業内容





審査３


事業内容











審査３


事業内容











審査３


事業内容





審査３


事業内容





審査４


中心市街地の特性の活用








審査５


他の事業者との連携





審査６


事業効果





審査６


事業効果








審査６


事業効果











審査７


実現可能性








審査７


実現可能性





審査７


実現可能性








